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               日々の子育てを振り返ろう 

校長 髙橋 忠太郎 

 

明けましておめでとうございます。 

昨年は、南が丘小学校に多大なるご理解・ご協力を賜り誠にありがとうございました。本

年も職員一同ががっちりと団結し、新たな決意で子供たちの成長のために力を尽くしていく

所存です。本年もさらなるご支援をよろしくお願い申し上げます。 

 

以前、大学の先生をしている臨床心理士の講演を聞く機会がありました。内容は、楽観主

義で子育てをしていこうというものでした。その中で特に印象に残ったことがあります。そ

れは、日々の子育てを振り返る方法として、３つの視点から、ノートや日記を綴ることを提

案していたことです。 

３つの視点とは、①子供にしてあげたこと ②子供と一緒に楽しめたこと ③子供の言動

で心を動かされたこと、です。１日を振り返ったりする時には、ともすると、うまくいかな

かったことや失敗したことを思い浮かべてしまいがちですが、講演で提案された３つの視点

はいずれも前向きで、自分がしたことを積極的に評価していこうとするものです。 

 具体的に示すと、「してあげたこと」とは、「心を込めてお弁当を作ってあげた」「朝、

『行ってらっしゃい』と大きな声で子供を送り出した」「宿題を見てコメントを書いてあげ

た」などです。「一緒に楽しめたこと」であれば、「子供とゲームをして自分の方が夢中に

なった」「お父さんのことで、娘と二人で大笑いした」「一緒にお風呂に入ってはしゃいだ」

というようになります。「心を動かされたこと」は、「一生懸命私の肩をもんでくれた」「恥

ずかしがり屋の息子が、近所の人に挨拶できた」「夜遅くまでがんばって勉強していた」な

どが考えられます。どれもそんなに大げさなことではなく、日常の中で見つけられることば

かりです。また、講師は、お母さんは忙しいので、「毎日できなくても書ける時に書ければ

よいぐらいのつもりで」「１日１つだけの視点でもよい」「１日の終わりに、ほんの僅かな

時間を充てるだけでよい」とも語っていました。 

 二学期の終業式に子供たちに話したことは、振り返りの大切さについてです。全国学力・

学習状況調査の分析から、１時間の授業で、その時間に学習したことを振り返る時間をもっ

た方が学習内容の定着がよいという結果が報告されています。そのことから、子供たちには

その時間にやったこと、今日１日学習したこと、一学期間に学習したことなどを振り返って

みようと呼びかけました。これは学習に限ったことではないと思います。子供たちとの関わ

り方においても大切なことだと考えます。 

最後に、講演を聞きながら、私はこの振り返りの方法は、家庭だけでなく学校でも活用で

きるのではないかと思いました。児童に接する際、一番大切にしようと本校の教職員に呼び

かけていることは、「教師が子供を認め、励まし、褒める指導を徹底する」ということです。

教師が子供たちとの関わりを前向きに振り返ることによって、教師自身に余裕が生まれ、温

かな心で、子供たちの新たな良さを発見することができるのではないでしょうか。 



 

 

1月の行事予定 
   

1 月 元日  16 火 避難訓練 読み聞かせ（上） 

2 火 
 

17 水 身体計測・保健指導（１年） 

3 水   18 木 研究会のため午前授業 

4 木 
 

19 金 
 

5 金   20 土 連合図工展始 

6 土   21 日 
 

7 日 冬季休業終 22 月 クラブ 校内書き初め展始 

8 月 成人の日 23 火 
 

9 火 始業式 給食始  24 水 読み聞かせ（下）校内研究会のため午前授業 

10 水 安全指導 25 木 連合図工展終 

11 木 身体計測・保健指導（５・６年） 26 金 読書旬間終 

12 金 
身体計測・保健指導（３・４年）  

読み聞かせ（下） 
27 土 連合書きぞめ展 

13 土 土曜授業 もちつき大会 28 日 連合書きぞめ展 

14 日 
 

29 月 クラブ 

15 月 
委員会 読書旬間始 身体計測・保健指導（２年）  

都連合学芸会出演（１年） 
30 火 社会科見学（４年） 

   
31 水   

【リトルティーチャー】１２月４日 ２年 
 南が丘中学校の１年生

２４名が来校し、２年生が

学習中の「かけ算九九」

を聞いてもらう検定会を

しました。昨年度１・６ペ

アでお世話になったお兄

さん、お姉さんに頑張っ

ているところを見せようと張り切って取り組んでいまし

た。たくさん誉めてもらい嬉しそうにしていました。     

南が丘中学校の皆さん、ありがとうございました。 

【縄跳び実技講習】１２月８日 全学年 
 オリンピック・パラリン

ピック教育の取組の一

つとして「なわとび小

助」代表 生山 ヒジキ

先生を講師にお招き

し、縄跳びの実技指導

をしていただきました。

ギネス記録保持者としての技の数々を披露していただ

いたり、技のポイントを分かりやすく教えていただいたり

しました。２月の縄跳び発表会に教えていただいたこと

を生かしていきたいと思います。 

 

【道徳授業地区公開講座】１２月９日 
 スポーツジャーナリスト

・アンガーマネージメント

ファシリテーターの瀬戸

口 仁 先生を講師にお

招きし、ご講演いただき

ました。「間違った叱り

方」「正しい叱り方」「マイ

ナスをプラスに変える魔法の言葉」についてお話いただ

きました。あっという間に講演時間の４５分が過ぎ、もっ

とお話をお聞きしたかったくらい充実した講演会でした。

話したことを実践していくことが大切だとおっしゃってい

ました。瀬戸口先生、ありがとうございました。 

【けやき班スタンプラリー】１２月１２日 
 けやき班の班長が中心

となって計画し、けやき

班スタンプラリーが行わ

れました。「バランスとり

ゲーム」「シルエットゲー

ム」「ジェスチャーゲー

ム」「秒当てゲーム」等、

各班趣向を凝らした企画を考え、１時間楽しむことがで

きました。班長さんたちの進行の仕方も見事で、下学年

のよいお手本として引き継がれていくことでしょう。 

校内書き初め展   １月２２日（月） から ２月１０日（土） 
 日本には、お正月の行事として「書き初め」があります。学校でも国語の時間に、１・２年生は硬筆習字、３年

生以上は毛筆習字に取り組んでいます。冬休みにもたくさん練習したことと思います。１月の国語の時間に書

き上げた作品を校内に展示しますのでご覧ください。 

 


